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1.  平成22年9月期第1四半期の業績（平成21年10月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年9月期第1四半期 604 5.3 33 0.9 33 7.9 19 7.2
21年9月期第1四半期 573 ― 32 ― 30 ― 18 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年9月期第1四半期 1,331.22 1,305.86
21年9月期第1四半期 1,226.69 1,202.25

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年9月期第1四半期 1,647 701 42.6 48,138.86
21年9月期 1,593 682 42.8 46,807.64

（参考） 自己資本   22年9月期第1四半期  701百万円 21年9月期  682百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年9月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
22年9月期 ―
22年9月期 

（予想）
0.00 ― 500.00 500.00

3.  平成22年9月期の業績予想（平成21年10月1日～平成22年9月30日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
累計期間

1,216 10.2 41 84.2 52 71.7 29 71.0 2,051.88

通期 2,389 10.0 58 37.8 60 14.0 34 13.8 2,354.67
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4.  その他 
(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は4ページ（定性的情報・財務諸表等）4．その他をご覧ください。 

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項
等の変更に記載されるもの） 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年9月期第1四半期 14,763株 21年9月期  14,763株
② 期末自己株式数 22年9月期第1四半期  191株 21年9月期  191株
③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 22年9月期第1四半期 14,572株 21年9月期第1四半期 14,758株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
業績予想については、現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したものです。予想には様々な不確定要素が含まれており、実際の業績はこれらの
予想数値と異なる場合がありますので、この業績予想に全面的に依拠して投資等の判断を行うことは差し控えてください。 
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 当第１四半期における我が国経済は、持ち直してきてはいるものの自立性に乏しく、失業率が高水準にあるなど依

然として厳しい状況にあります。企業収益は、大幅な減少が続いていますが、テンポは緩やかになっており、全体と

しては持ち直しの傾向にあります。しかしながら、中小企業においてはこのような実感に乏しく先行きは今後も慎重

にならざるを得ない状況にあります。今後は海外経済の改善や緊急経済対策の効果などを背景に、景気が持ち直すこ

とを期待されますが、デフレや金融資本市場の変動の影響など、さらに景気を下押しするリスクの存在に留意する必

要があります。 

 当社におきましては、ハロウィンやクリスマスのイベントによって順調に業績を伸ばせる期間ではありましたが、

当社の主要事業である菓子関連資材等につきましては、デフレの影響からか、客単価の低迷が続き、これまで以上に

販売促進活動を続ける状況が続きました。また弁当資材については、弁当の販売価格の低下傾向が続き、容器の価格

もおさえなければならない状況になっており厳しい状況でありました。しかしながら、インターネットショップ

「Cotta」では、個人客の利用を順調に伸ばすとができ、事業者向けの低迷状況を助けた形となっております。その

ため、新規顧客獲得数は3,285件（前年同期比5.5％増）、受注件数は46,445件（同17.4%増）と販売に関する指標は

順調に推移し、業績を増収増益と堅調に伸ばすことができたと考えます。 

 以上の結果、売上高 千円（同5.3％増）、営業利益 千円（同0.9％増）、経常利益 千円（同

7.9％増）、当第１四半期純利益 千円（同7.2％増）となりました。 

①資産負債及び純資産の状況 

（流動資産） 

 当第１四半期会計期間末における流動資産残高は、 千円（前事業年度末残高 千円）であり、前事業

年度末残高と比較し60,466千円増加いたしました。その主な要因は、現金及び預金の増加（ 千円から

千円へ20,095千円増加）、売掛金の増加（ 千円から 千円へ8,539千円増加）、商品の増加（ 千円

から 千円へ14,770千円増加）及び未収入金の増加（ 千円から 千円へ18,535千円増加）でありま

す。現金及び預金の増加は純利益の増加によるものであり、売掛金及び未収入金の増加は売上高の増加によるもので

あります。商品の増加は取扱商品の増加及び取扱量の拡大に伴うものであります。 

（固定資産） 

 当第１四半期会計期間末における固定資産残高は、 千円（前事業年度末残高 千円）であり、前事業

年度末残高と比較し、5,781千円減少いたしました。その主な要因は、減価償却費計上による減少であります。 

（流動負債） 

 当第１四半期会計期間末における流動負債残高は、 千円（前事業年度末残高 千円）であり、前事業

年度末残高と比較し、42,528千円増加いたしました。その主な要因は、買掛金の増加（ 千円から 千円

へ39,439千円増加）、未払消費税の増加（96千円から5,135千円へ5,039千円増加）、ポイント引当金の増加（

千円から 千円へ3,345千円増加）であります。買掛金の増加は事業拡大による商品仕入量の増加および取扱ア

イテムの増加によるものであり、ポイント引当金の増加はインターネットによる販売の増加によるものであります。

（固定負債） 

 当第１四半期会計期間末における固定負債残高は、 千円（前事業年度末残高 千円）である、前事業

年度末残高と比較し、7,241千円減少いたしました。その主な要因は、借入金の返済（6,693千円）によるものであり

ます。 

（株主資本） 

 当第１四半期会計期間末における株主資本残高は、 千円（前事業年度末残高682,080千円）であり、前事業

年度末と比較し、19,398千円増加いたしました。その主な要因は、利益剰余金の増加（165,827千円から185,226千円

へ19,398千円増加）によるものであります。 

②キャッシュフローの状況 

 当第１四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は、営業活動により増加した

資金 千円、投資活動により使用した資金 千円、財務活動により使用した資金 千円により、

千円となりました。当第１四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりです。 

「営業活動によるキャッシュ・フロー」 

 売上高の増加にともなう売上債権の増加 千円、法人税等の支払 千円などによる資金の減少に対し、税

引前四半期純利益の 千円に加え、仕入債務の増加 千円、減価償却費 千円の計上などによる資金の

増加により、営業活動により増加した資金は 千円（前年同四半期は 千円の増加）となりました。 

定性的情報・財務諸表等

１．経営成績に関する定性的情報

604,130 33,103 33,330

19,398

２．財政状態に関する定性的情報

899,624 839,158

448,218 468,313

89,198 97,737 209,775

224,545 73,841 92,377

748,208 753,990

274,248 231,719

116,638 156,078

13,184

16,529

672,105 679,347

701,479

36,556 8,134 7,226 241,313

27,569 12,356

33,330 39,439 11,728

36,556 3,633
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 「投資活動によるキャッシュ・フロー」 

 固定資産の取得による支出9,234千円などにより、投資活動に使用した資金は 千円（前年同四半期は 千

円の使用）となりました。 

 「財務活動によるキャッシュ・フロー」 

 長期借入金の返済による支出 千円などにより、財務活動により使用した資金は 千円（前年同四半期は

千円の使用）となりました。 

 平成22年2月9日に発表いたしました業績予想から修正は行っておりません。 

  

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第１四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認められるた

め、前事業年度末の貸倒実績率を使用して貸倒見積高を算定しております。 

②たな卸資産の評価方法 

 当第１四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前事業年度末の実地棚卸高を基礎

として合理的な方法により算出する方法によっております。 

 また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切下げを行う方法によっております。 

③固定資産の減価償却費の算定方法 

 減価償却の方法として定率法を採用している固定資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按

分して算定する方法によっております。 

  

 該当事項はありません。 

  

  

8,134 51,024

6,693 7,226

21,978

３．業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（２）四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成21年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 468,313 448,218

受取手形及び売掛金 97,737 89,198

商品 224,545 209,775

未収入金 92,377 73,841

その他 18,550 19,934

貸倒引当金 △1,900 △1,810

流動資産合計 899,624 839,158

固定資産   

有形固定資産   

建物 499,972 499,127

減価償却累計額 △67,712 △62,457

建物（純額） 432,260 436,669

土地 206,444 206,444

リース資産 15,500 15,500

減価償却累計額 △1,660 △1,107

リース資産（純額） 13,839 14,392

その他 45,210 44,614

減価償却累計額 △26,839 △25,117

その他（純額） 18,370 19,496

有形固定資産合計 670,914 677,003

無形固定資産 63,457 62,762

投資その他の資産 13,836 14,223

固定資産合計 748,208 753,990

資産合計 1,647,833 1,593,148

負債の部   

流動負債   

買掛金 156,078 116,638

1年内返済予定の長期借入金 26,772 26,772

リース債務 2,168 2,151

未払法人税等 12,360 14,187

賞与引当金 2,450 10,040

ポイント引当金 16,529 13,184

その他 57,889 48,746

流動負債合計 274,248 231,719

固定負債   

社債 400,000 400,000

長期借入金 259,482 266,175

リース債務 12,623 13,172
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成21年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年９月30日) 

固定負債合計 672,105 679,347

負債合計 946,353 911,067

純資産の部   

株主資本   

資本金 281,875 281,875

資本剰余金 241,234 241,234

利益剰余金 185,226 165,827

自己株式 △6,857 △6,857

株主資本合計 701,479 682,080

純資産合計 701,479 682,080

負債純資産合計 1,647,833 1,593,148
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（２）四半期損益計算書 
（第１四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 573,708 604,130

売上原価 369,534 394,884

売上総利益 204,173 209,245

販売費及び一般管理費 171,376 176,141

営業利益 32,796 33,103

営業外収益   

受取利息 73 213

協賛金収入 1,033 2,880

その他 418 471

営業外収益合計 1,526 3,565

営業外費用   

支払利息 3,038 3,035

その他 397 302

営業外費用合計 3,435 3,338

経常利益 30,887 33,330

税引前四半期純利益 30,887 33,330

法人税、住民税及び事業税 9,342 11,499

法人税等調整額 3,441 2,432

法人税等合計 12,783 13,932

四半期純利益 18,103 19,398
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 30,887 33,330

減価償却費 8,895 11,728

賞与引当金の増減額（△は減少） △7,500 △7,590

貸倒引当金の増減額（△は減少） 20 90

ポイント引当金の増減額（△は減少） 511 3,345

受取利息及び受取配当金 △73 △213

支払利息 3,038 3,035

売上債権の増減額（△は増加） △32,754 △27,569

たな卸資産の増減額（△は増加） △26,403 △14,300

仕入債務の増減額（△は減少） 43,460 39,439

その他 △3,022 9,889

小計 17,058 51,186

利息及び配当金の受取額 73 213

利息の支払額 △2,508 △2,486

法人税等の支払額 △10,990 △12,356

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,633 36,556

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △97,300 △100

定期預金の払戻による収入 48,313 1,200

有形固定資産の取得による支出 △282 △4,121

無形固定資産の取得による支出 △1,667 △5,112

その他 △88 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △51,024 △8,134

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △6,693 △6,693

社債の償還による支出 △5,000 －

自己株式の取得による支出 △1,225 －

配当金の支払額 △9,059 △2

その他 － △531

財務活動によるキャッシュ・フロー △21,978 △7,226

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △69,369 21,195

現金及び現金同等物の期首残高 503,760 220,118

現金及び現金同等物の四半期末残高 434,390 241,313
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 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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①重要な後発事象 

 当社は、平成22年1月29日開催の取締役会決議に基づいて、同日付で本田産業株式会社の事業の一部譲受につ

いての事業譲渡契約を締結いたしました。 

事業譲受の目的 

 当社は、本田産業株式会社とお弁当店向け食品包装資材販売事業を平成16年9月より共同事業として行ってき

ました。この共同事業は商品保管面積の制約が事業展開の制約になり、事業全体としては収益が取れる状況にな

ってきていましたが、共同事業のために希薄化した収益性や分散された業務効率を上げることが難しい状況にあ

りました。そこで事業を統合することで収益性や業務効率をあげることができるため、第3倉庫を利用できる当

社に統合することで合意しました。 

譲受ける相手会社の名称 

 本田産業株式会社 

譲受ける事業の内容 

 仕入、在庫管理及び発送に関する事業 

譲受ける資産・負債 

 譲受ける資産はのれん及び商品であります。 

譲受価格 

 のれんの譲受価格は3千万円とし、平成22年2月28日時点での商品在庫については残高が確定した時点で別途決

定します。  

日程 

 譲渡日 平成22年2月28日 

  

②生産、受注及び販売の状況 

(1）生産実績 

 該当事項はありません。 

(2）仕入実績 

 当第１四半期累計期間の商品仕入実績を取扱商品別に示すと、次のとおりであります。 

（注） 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

(3）販売実績 

当第１四半期累計期間の販売実績を取扱商品別に示すと、次のとおりであります。 

（注） 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

６．その他の情報

取扱商品別 
当第１四半期累計期間 

（自 平成21年10月１日 
至 平成21年12月31日） 

前年同期比（％） 

鮮度保持剤（千円）  49,898  100.6

菓子・パン包装資材等（千円）  320,146  106.7

Ｂ２Ｂコラボレーション事業向け資

材等（千円） 
 40,681  83.1

合計（千円）  410,726  103.1

取扱商品別 
当第１四半期累計期間 

（自 平成21年10月１日 
至 平成21年12月31日） 

前年同期比（％） 

鮮度保持剤（千円）  96,749  106.0

菓子・パン包装資材等（千円）  443,141  117.4

Ｂ２Ｂコラボレーション事業向け資

材等（千円） 
 64,239  61.1

合計（千円）  604,130  105.3
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